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 ９月１７日（木）に好間第一小学校を会場として、「第２回算数・数学科授

業研究会」が実施されました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 以下は、今回の授業公開や研究協議会から見えてきた「教師が『話す』授業から、教師が『みる』『き

く』『つなぐ』授業へ」の授業改善の視点となります。各校でも是非話題にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学科授業研究会 

◆単元名 分数と小数、整数の関係を調べよう 

◆単元の目標 

○ 整数の除法の結果は分数を用いると１つの数で表せることを理解するとともに、整数及び小数

を分数の形に直したり、分数を小数で表したりすることができる。 

○ 分数の表現に着目し、分数を整数の除法の結果としてとらえたり、分数の意味を拡張して考え

表現したりすることができる。 

○ 整数の除法の結果を分数で表したり、分数と小数、整数の関係を考えたりした過程や結果を振

り返り、多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、整数や小数、分数の

よさに気づき学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

「見える化」ができていた。数

直線で表すことで、同じ数量で

あることに気づいていた。 

分数倍や小数倍を数直線を活用

しながら、数の概念を一生懸命

に考え、説明しようとする姿が

見られた。 

前時までの学習（掲示物）が

整っており、それを生かし

ながらペアやグループで話

し合う姿が見られた。 

４本のリボンのうち「一番比べやす

いもの」から取りかかることで、学習

のスタートラインがそろっていた。 

一人の児童にすべての説明

をさせないことで、考えを全

体に広げようとしていた。 

適用問題で分数（４/６）と小数(0.66…)

を比較することで、児童自ら分数で表す

よさに気づくことができた。 

【研修者の感想より】 

教師も児童も楽しく過ごす授業にしたい。そのためには、何より教師が笑顔で

児童と接することであり、児童が自身のよさを実感できる学級経営が大切だと

感じた。あたたかな声がけをすることで、どの子も「やってみたい」「がんばり

たい」と思えるようにしたい。 


